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 日本は冬を迎え、寒い日が続いていると思います。モンゴルも冬を迎え、朝晩はマイナス３０度と、とても寒

いですが、モンゴルの先生方と一緒に楽しく授業を行っています。今回は、私の活動の様子と学校行事、モンゴ

ルの年末ついて紹介します。 

〇活動の様子 

  

 

 

 

 

＜２年生・クリスマスリースのオーナメント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年生・落ち葉を使ったお面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４年生・秋野菜の絵（日本語で野菜の名前を書きました。）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

読み方は 

バヤルララー 

ありがとう 

の意味です。 

 図画工作科 

モンゴルでは、図工の時間に教科書の見本と全く同じ作品を作るように指導していたため、児童自身が

どのような作品にしたいかを考えることのできる授業提案を行っています。また、季節や行事を取り入れ

た作品を作るような授業提案もしています。 



 

 

 

 

 

＜２年生・わり算＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校行事の様子 

＜秋の収穫祭＞ 

中高生が果物や野菜を使って調理をし、秋の収穫をお祝いしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜教師の日＞ 

高校３年生が先生の代わりに先生になり、児童・生徒の面倒を見たり、授業を行ったりします。 

 日頃お世話になっている先生方に感謝の気持ちを伝えていました。 

 

 

 

 

 

 

〇モンゴルの年末 

Шинэ жил（シンジルと呼ばれる日本でいう忘年会とクリスマスを合わせたようなものです。） 

 クリスマスツリーにはお金が飾られていました。 

 

 

 

 算数科 

 モンゴルでは教師が児童へ教え込む授業（暗記型授業）が多いため、児童が自分の考えを発表したり、

友達の意見を聞いたりする機会があるような授業提案をしています。また、具体物を用いて児童の思考を

深めることが出来るような授業づくりを心掛けています。 

２年生の担任の先生と役割分担をしながら授業を行っています。 


